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ＪＣＯＭＭでの発表（おまるめ山バスの取り組み）について 

 

令和７年１０月２２日提出 

 

東広島市地域公共交通会議 

会 長   塚 井  誠 人 

 

１ 報告概要 

  2025 年 9月 12 日・13 日、北海道札幌市において、第 20回日本モビリティ・マネジメン

ト会議（ＪＣＯＭＭ）が開催された。その中のポスターセッションにおいて、「おまるめ

山バス」の利用促進活動について紹介されたことを報告するものである。 

 

２ 「おまるめ山バス」がつなぐ人とまち～地域が主役の利用促進 

  別紙「資料８」のとおり 

報告事項４ 



「おまるめ山バス」がつなぐ人とまち～地域が主役の利用促進

東広島市にある小谷小学校区は、従来からある家々と田
畑、年代の異なる団地群とが混在するエリアである。エ
リア内には JR 山陽本線の広島シティネットワークの東端
で広島空港の最寄り駅となる JR 白市駅が立地している
が、多くが公共交通空白地域となっており、住民の移動
手段確保が急務であった。
一方、東広島市では、市が交通事業者へ委託して運行す
る方法から、住民団体に補助金という形で支援しながら
住民主体で運行する方法を推進しているところであった。

そこで、小谷小学校区においては「小谷小学校区市民協
働まちづくり協議会」を母体とし、市とコンサルが入っ
て 2022 年度より移動手段の検討を開始した。検討会を
毎月開催し、住民アンケートやマップづくり、現地調査
を含めて検討を重ね、地元でタクシーを運行する白市交
通の全面的な協力を得て、2023 年 10 月より「おまる
め山バス」の運行が始まった。現在は「小谷小学校区お
まるめ山バス運営協議会」と改組し、運行改善や様々な
周知・利用促進を行っている。

背景と経緯

「おまるめ山バス」の名は、小谷小学校区を見守る大丸目山（おまる
めやま）から名付けられた。これを基に山をモチーフにした大きくて
丸い目のキャラクター通称おまるめくんが誕生！緑豊かな小谷小学校
区内で目立つように、鮮やかな黄色をテーマカラーに設定した。

おまるめ山バスの運行概要

路線 ５路線（8系統）

便数 週2日ずつ・4便 /日

運賃
専用のジャンボタクシー1台車両

形態 定時定路線型・4条乗合

（2024年 9月改正）

おまるめ山バスは、フィーダー
補助の対象となっており、この
補助と運賃収入で賄いきれない
赤字部分については全体の経費
の７割（初年度に限り１０割）
を上限に市が補助を行う。補助
からあふれた赤字分は地域負担
となるため、地域は運行改善や
利用促進を積極的に行っている。

利用状況

おわりに
このように各種取組を行っているが、その効果検証まではできておら
ず、今後の課題であると考えている。地域で行った独自の周知・利用
促進等により乗車マインドが底上げされたのは、運営協議会の熱意が
地域に伝播したものと考えられ、また、おまるめくんの存在も一助と
なったのではないか。高齢者だけでなく子供や若い世代からも愛され、
生活に根付いたおまるめ山バスを目指し、今後もおまるめくんと共に
取組を続けていく。
最後に、小谷小学校区のみなさん、運行を担う白市交通のみなさんに
お礼申し上げる。

小谷小学校区おまるめ山バス運営協議会が
㈲白市交通に運行委託

「おまるめ山バス」は 1便あたりの目標
値を 3 人としているが、フィーダー補
助の要件を満たすため 1 便あたり 1 人
を最低限の目標として設定している。

利用状況

おまるめ山バスキャラクター（通称：おまるめくん）

■おまるめくんの活用

■高齢者を対象にした乗り方教室

牛乳パックに貼り付けるペー
パークラフト。保育園で活用
していただいた。
自分でマップを
作って遊ぶ子も。

地域の夏まつりで、子どもたちにおま
るめ山バスの絵を描いてもらった。集
まった作品は、各バス停時刻表に取り
入れて掲示中。

1周年記念で
全戸配布した
ミニホワイトボード

運行開始式で
配布した
クリアファイル

■ペーパークラフト

夏休みに合わせ、小学生
に無料券を配布。おまる
め山バスの自由研究をし
た児童、学童保育への通
所に利用した児童も！

地域の高齢者が集まるサロン
におじゃまして、市の職員と
コンサルによる劇で利用方法
などをしっかりと説明する他、

MY 時刻表作りや試乗体験も。
説明会参加者には、まずは 1
回乗ってもらうため、まちづ
くり協議会から回数券を進呈。

■子どもの絵がバス停に！ ■小学生無料券

■郵便局が窓を装飾！

■クッキーになった

地域の郵便局が窓を大きく
使っておまるめくんの絵を描
いてアピール。

バス停のある「あおぞらぱん
屋さん※」がおまるめくんクッ
キーを商品化！※普段から「憩い
の場小谷」として地域に場所を提供

■地区運動会の新競技に

大人たちが段ボール製おまる
め山バスに乗って借り物競
争！本物のおまるめ山バスも
グランドに登場した。

運営協議会の利用促進取組
運行開始の初年度はコンサルが入り利用状況のモニタリ
ングや、運行改善案の計画、利用促進の取組支援などを
行った。その他、まちづくり協議会では里山応援活動の
一環として運行経路の樹木伐採を行うなど協力している。

地域の方（女性とお孫さん）
にモデルになっていただき、
乗り方動画を作成。運賃の払
い方、フリー乗降の方法の他、
運転士さんからのメッセージ
も。

■お花見会やお食事会の移動に

■乗り方動画
■各地区の個別の時刻表

全体の時刻表はわかりにく
い、我が地区だけの時刻表が
ほしい！と独自に作成。

回数券
（11枚綴り）

■おまるめ山バスだより

２カ月に１回、運営協議会で作成して回覧。
スローガンとともに利用状況やお知らせ、
おすすめの利用例などを掲載。

住民が集まって、おまるめ山バスのダイヤに合わせてイベントを実施。

■地区スポーツ大会の景品として回数券を贈呈

夏休み期間中に
計34枚使用
（2024年度）

地域の自主的な取組への発展

一乗車（大人）200円（小児）100円
11枚綴り 2000円で回数券を販売

補助金 運行委託費、利用促進費
事務費　等を含む

運行委託

フィーダー補助

利用促進策
小谷小学校区
おまるめ山バス
運営協議会

㈲白市交通

東広島市

地域住民

国
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運行経費

運賃収入

フィーダー補助 市の補助
※運行経費の上限7割
　不足分は地域で負担

東広島市
地域公共交通会議
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運行内容変更
・要望のあったエリアに路線を延伸
・週3日運行→週2日運行に
・利用が少ない便を廃止
・利用しやすいダイヤに調整

1000人達成

ダイヤ改正
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1人（補助要件）

3人（目標値）

月別利用者数

８系統別・1便あたりの利用者数

検討会議検討会議

ワークショップワークショップ

バス停設置場所の現地調査バス停設置場所の現地調査

運行開始式運行開始式

劇で乗り方説明劇で乗り方説明 MY時刻表づくりMY時刻表づくり 試乗体験試乗体験
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